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低分子フェノール類
不均一な混合物が生成

リグニン
多様な結合から成る
天然芳香族高分子

糖質に依存しないムコン酸のバイオ生産
園木和典 弘前大学農学生命科学部准教授

目的

科学技術の成果

低炭素社会実現へ向けての展開

1

非可食バイオマスを化学処理して得られる不均
一なリグニン由来のフェール類から効率よくムコ
ン酸を生産できる微生物株を分子育種しました。
リグニンの利用にはその不均一な構造が主な障
壁でしたが、微生物代謝を利用して特定の化合
物へ収束するための要素技術を確立しました。

不均一なリグニン由来のフェノール類を、工業
利用できる多様な脂肪族・芳香族化合物へと収
束するための代謝改変・最適化を進めます。
そして低炭素社会実現に向けて、リグニンの
分離・低分子化技術と組合わせ、リグニンの
高度利用を実現します。

セルロース由来の糖質ではなく、リグニン由来の
フェノール類から幅広いポリマー合成に利用でき
るムコン酸を生産する技術の開発を目指します。

工業利用できる様々な脂肪族・芳香族化合物を
生産する微生物反応創出へと応用し、石油化学
由来ポリマーの代替や高機能性ポリマー合成へ
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分離・低分子化処理
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培養液から精製した
高純度ムコン酸

☆不均一な混合物を
効率よくムコン酸
へと収束

☆微生物代謝の改良
・最適化


